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主 催  日本未病学会栄養部会 

共 催  摂南大学農学部先端アグリ研究所 

後 援  一般社団法人全国栄養士養成施設協会 

公益社団法人大阪府栄養士会 

  



【開催⽇時】 2023 年 8 ⽉ 5 ⽇（⼟）13：30〜16：30 
【開催⽅法】 無料・⼀般公開 
【会  場】 摂南⼤学枚⽅キャンパス 8 号館 8210 教室（⼤阪府枚⽅市⻑尾峠町 45-1） 

オンライン（Zoom）参加も可能です 
 
【プログラム】 
13:30〜13:35 開会の挨拶 
 
13:35〜14:35 講演１  

「フレイル予防」はまさに産官学⺠協働による地域づくり 
東京⼤学⾼齢社会総合研究機構機構⻑・未来ビジョン研究センター教授 飯島 勝⽮ 
（座⻑ 摂南⼤学農学部⾷品栄養学科 岸本 良美） 

 
14:35〜14:50 ショートセミナー１ 

⽬指せ⾎管美⼈！！〜⽑細⾎管からわかる、あなたの健康状態〜 
あっと株式会社代表取締役 武野 團 

14:50〜15:05 ショートセミナー２ 
アストロホップ（8PN）で叶えるベターエイジング 
株式会社ダイセル ヘルスケア SBU 事業推進室事業戦略グループ ⼩原 亜希⼦ 
（座⻑ ⼤阪⻘⼭⼤学健康科学部健康栄養学科 國末 直宏） 

 
15:05〜15:25 休憩 
 
15:25〜16:25 講演２  

ウイズコロナ時代のフレイル対策 
⼋尾市保健所健康まちづくり科学センター総⻑ 北村 明彦 
（座⻑ 摂南⼤学農学部⾷品栄養学科 ⿊川 通典） 

 
16:25〜16:30 閉会の挨拶 
 
 
【健康チェックのための測定コーナーを開設します】 
・『⾎管美⼈』で⽑細⾎管を⾒てみよう！ 
・『ベジメータ』でカロテノイドを測ってみよう！ 



 

第 18 回⽇本未病学会栄養部会講演会開催にあたって 
 

⽇本⼈の平均寿命が世界でもトップクラスとなった現在、ついに⼈⽣ 100 年時代が到来
したといってもいいでしょう。私たちはかつてないほど⻑い⽼後を過ごすことになりまし
た。 

⻑⽣きできるようになった要因の１つに医療技術の発展がありますが、このことにたよ
っているだけでは、不健康寿命が延びただけになるかもしれません。健康で⻑⽣きがもちろ
ん理想ではありますが、その健康寿命を脅かす最⼤の要因に「フレイル」があります。フレ
イルとは、端的に表現すれば「要介護になる危険性が⾼い⾝体や脳の衰え」になりますが、
⽼化に伴うこれらの現象の防⽌や、あるいは可逆的に元気な状態に戻すことはできないの
でしょうか。今回の講演会では、フレイルについて最前線でご活躍頂いている講師の先⽣⽅
をお迎えして、対策⽅法から最新の知⾒までお話しいただく予定になっています。皆様⽅の
健康の維持増進に少しでもお役⽴ていただけたらと存じます。 

 
 

第 18 回⽇本未病学会栄養部会講演会 
実⾏委員⻑ ⿊川 通典 

（摂南⼤学農学部⾷品栄養学科教授） 

  



講演１ 

「フレイル予防」はまさに産官学協働による地域づくり 
東京⼤学 ⾼齢社会総合研究機構 機構⻑ ・ 未来ビジョン研究センター 教授 

飯島 勝⽮ 
 

避けられない⽼いの過程の中で、健康⻑寿を⽬指すことも当然であるが、国⺠に幸福も
感じてもらう必要があり、いわゆる『幸福⻑寿』の実現をさらに⽬指したい。超⾼齢社会
の諸問題を多⾯的視点で捉える必要があり、今こそ⽇本のヘルスケアの底上げのために、
エビデンス創出とそれに基づいた政策⽴案も求められる。上記の狙いを実現するために、
特に、フレイル対策として「栄養（⾷事と⼝腔機能）、⾝体活動（⽣活活動や運動など）、
社会参加（社会活動）の３つから構成される三本柱」を軸に、最新エビデンスを基盤とし
ながら、産官学⺠協働によるさらなる健康⻑寿社会への挑戦の⼀歩を踏み出す時期であ
る。また、この数年での「コロナ・フレイル」問題からも⾒えるように、地域交流や社会
参加が中断されるだけでも、⽣活不活発を基盤とする健康⼆次被害が簡単に浮上してしま
う現実を⽬の当たりにした。専⾨職からの従来のヘルスケア施策だけの枠に留まらず、⾃
助・互助を軸とした健康に資する住⺠主体活動が気軽にできる地域社会構築を⽬指した
い。そのために、住⺠⾃⾝がこのフレイル概念をどのように理解し、「⽼いの坂道をしょ
んぼりと下るのではなく、⼦や孫への未来の道標になるために！」という前向きな気持ち
になってもらえるのか、そこへのコンディションづくりにも⼯夫が必要なのであろう。さ
らに、地域社会の中にもデジタル化（ICT/IoT）を今まで以上に溶け込ませ、全世代にわ
たり⼈とのつながりや交流の機会を増やし、真のポピュレーションアプローチを実現した
い。そして、地域貢献、⽣涯教育、多世代交流、就労、移動⽀援など、⽣きがいを持てる
活動の場を創出し、ひいては要介護期を最期まで安⼼して暮らせる地域包括ケアシステム
に連動させなければならない。すなわち早期の予防だけではなく、⽣活⽀援からケアまで
のハイリスクアプローチ（いわゆる公的社会保障財源を基盤とする）とも⼀連の流れとな
った地域サポート体制が、どの⾃治体でシームレスかつ地域健康格差なく取り組まれるこ
とを期待してやまない。WHO が「Decade of healthy ageing (2020-2030)」の推進を掲げ
ており、⼈⽣ 100 年時代のウェルビーイング重視の健康⻑寿実現に向けて、わが国も『フ
レイル予防はまさに地域づくり』という意識を持ち、産官学協働によるコミュニティのリ
デザインを推し進める時期に来ている。  



講演２ 

ウイズコロナ時代のフレイル対策〜特に⾷⽣活を中⼼に〜 
⼋尾市保健所健康まちづくり科学センター・総⻑  

北村 明彦 
 

⼋尾市の総⼈⼝は約 26 万⼈（2023.3）、⾼齢化率は 28.3％、要⽀援・要介護認定率は 23.8％
（2022.3）である。本市では保健所に健康まちづくり科学センターを設置し、2022 年度よ
り⼋尾市健康まちづくり計画（健康⽇本 21 ⼋尾第 4 期計画及び⼋尾市⾷育推進第 3 期計
画）に「健康寿命に影響するフレイル予防の推進」を新たなテーマとして掲げ、客観的エビ
デンスに基づく施策を展開中である。 
 2022 年度の⾼齢者実態調査（回答数 5,322 ⼈、有効回答率 71％）では、介護予防チェッ
クリスト（新開ら．2010）でフレイルと判定された⾼齢者の割合は男性 36.9％、⼥性 29.6％
と⾼率であり、過去 3 年間の新型コロナ感染症蔓延の影響が窺われた。 

本講演では、新型コロナウィルス感染症の流⾏が⽣活と健康に及ぼす影響を述べるとと
もに、外出や対⾯交流の⾃粛に伴うフレイル進⾏の悪循環を断つための⾷⽣活の重要性を
強調したい。その際の⾷⽣活の内容としては、特定の⾷品群や栄養素ではなく、「⾷事の質
および⾷品摂取の多様性」を保つことが重要である。 

そのために、個⼈として取り組める具体的なポイントとしては、１）⼀定量の主⾷（ごは
ん、パン、めん類等）を摂取するとともに、たんぱく質源となる⿂介類、⾁類、卵、⼤⾖・
⼤⾖製品、⽜乳・乳製品、およびビタミン・ミネラル源である緑⻩⾊野菜、海藻類、いも類、
果物、油脂の１０⾷品群のうち７種類以上を毎⽇⾷べる、２）だからと⾔って、多種類の⾷
品を⾷べ過ぎると肥満、糖尿病、メタボリックシンドローム等をきたすため、体重や⾎液検
査結果の経過を⾒ながら適量を⼼がけることをお勧めしたい。 

さらには、⾷欲に影響する⽣活習慣として、３）１⽇平均２０分以上歩き、スクワット・
かかと上げなどの⾜腰の筋⼒運動と体操を週２回以上続けること、４）⻭みがき・⼝腔ケア
で⻭と⻭ぐきの健康を保つこと、５）共⾷を含め、⼈との交流や様々な社会活動を感染対策
を施した上で続けること、６）⼤きな病気にかからないよう、定期的に健診・検診を受ける
とともに、気になる症状があれば早期に受診・治療を受けることがコロナとの共⽣時代に
益々求められる健康管理法であると考える。 
参考⽂献：北村明彦「100 年時代の健康法」（単⾏本）．サンマーク出版、2020 年発⾏． 



ショートセミナー１ 

⽬指せ⾎管美⼈！！〜⽑細⾎管からわかる、あなたの健康状態〜 
あっと株式会社 代表取締役  

武野 團 
 

全⾝の⾎管の 95％以上は、⽑細⾎管と呼ばれる細い⾎管です。その⻑さは地球２周半（約
10 万キロ）ともいわれ、⽑細⾎管内を流れる⾚⾎球が細胞⼀つひとつに栄養・酸素を供給
し、⽼廃物を体外に排出する働きをしています。 

⽑細⾎管の不調は病気になる前兆のようなものだと⾔っても過⾔ではありません。 
⽑細⾎管と健康の関係を学び、採⾎せずに簡単に指先の⽑細⾎管の⾎流を測定できる装

置の体験もしていただけます。 
⽇々の健康のために、ご⾃⾝の⽑細⾎管と向き合ってみませんか。 

 
 
 
 

ショートセミナー２ 

アストロホップ（8PN）で叶えるベターエイジング 
株式会社ダイセル ヘルスケア SBU 事業推進室事業戦略グループ  

⼩原 亜希⼦ 
 

フラボノイドはポリフェノールに属し、抗酸化作⽤を始めとするさまざまな機能性が報
告されている。フラボノイドにプレニル基が結合したプレニルフラボノイド類は臓器構成
細胞への取込および体内滞留性が⾼く、吸収されにくいフラボノイドの中でも組織への蓄
積性が⾼く、⽣体利⽤率が⾼いという特⻑があることがわかっている。 

当社は、発酵技術を基に腸内代謝物を製造販売している機能性原料メーカーであり、プレ
ニルフラボノイドの 1 つである 8-プレニルナリンゲニン（8PN）を含んだ⾷品原料（アス
トロホップ）を開発している。8PN を廃⽤性筋萎縮モデルマウスに摂取させると、⾻格筋
量低下抑制、廃⽤性筋萎縮からの回復促進効果を⽰唆する報告がある。 

本セミナーでは、超⾼齢社会においてベターエイジングを叶える機能性原料として、アス
トロホップについてデータも交えながらご紹介したい。 
 





野菜が健康に良いことは周知の事実であり、1日350g以上の摂取が推奨されています。
しかし、近年日本人の平均摂取量がこれに達したことはありません。
私たちは、野菜に関する「健康・栄養」「おいしさ」「機能」について
エビデンスに基づいた情報を提供することで、多くの方に親しみと興味を持ってもらい、
野菜の摂取量を少しでも増やす一助になりたいと考えています。

消費者の食生活を豊かにしたり、
       もっと野菜を食べたくなるような情報を
       提供すること。

野菜に関わるお仕事をされている方には、
    より深く野菜の価値について知っていただくこと。

「野菜科学研究会」は、以下の二つを目的に活動しています。

２

1

080-7288-0301
info@vegetablescience.org

［理事長］宇都宮 一典/ 医療法人財団慈生会野村病院常勤顧問  東京慈恵会医科大学名誉教授

・旬野菜についてのコラム（毎月更新）
・最新の学術文献の紹介（毎月更新）
・野菜を美味しくたくさん食べるための女子栄養大学とのコラボレシピ掲載
・生産者紹介



•

•
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（敬称略：五⼗⾳順）7 ⽉ 20 ⽇現在 
 

旭松⾷品株式会社 

あっと株式会社 

⼤塚製薬株式会社 

株式会社ダイセル 

唐⽊栄研株式会社 

キリンホールディングス株式会社 

サントリーウエルネス株式会社 

タマゴ科学研究会 

⽇清オイリオグループ株式会社 

野菜科学研究会 
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